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変化する北海道の海 
～フグ等の増加について～ 



私が何をしているか 

 

・ソウハチがどれぐらいかの把握 

・増えるか減るかの動向予測  

  持続的利用のための資源の管理 

漁業データの収集 調査データの収集 

主な業務：ソウハチ（日本海～オホーツク海海域）の資源評価 

ソウハチ（日本海～オホーツク海）の漁獲重量 ソウハチの耳石と年輪 

ソウハチ（日本海～オホーツク海）の資源重量 



まずはじめに・・・ 

近年の北海道の環境と漁獲について 



海水温の上昇 

• 北海道周辺の海水温は上昇傾向 

• これまでの主力魚種であるサケ・イカ・サンマなどが不漁  

 

 

気象庁HP 北海道周辺海域の海面水温より引用 
https://www.data.jma.go.jp/gmd/kaiyou/data/shindan/c_1/jpn_jun/jpn_sst.html 

北海道周辺の海面水温平年差分布図（10月1日） 

20℃以上の高い水温 



主力魚種の不漁と新規魚種の増加 

• サケが減少する一方で2011年頃からブリが増加 

• 近年のサケ定置ではサケよりもブリなどの暖水性の魚種が大漁 

• これらの魚種を使っていかざるを得ない状況 

ブリの漁獲量 サケの漁獲量 

サケ科魚類の分類| さけます・内水面水産試験場| 北海道立総合研究機構 

※農林水産省海面漁業生産統計調査結果から作成 



それに伴ってフグも増えている 

• 近年はフグの漁獲も増加 2019年以降は漁獲量全国一位 

• 令和６年度から中央水産試験場で調査を開始 

北海道のフグ類の漁獲量 

※農林水産省海面漁業生産統計調査結果から作成 



北海道で増加したフグ類について 

• 講演の内容 

①フグの一般的な話 

 ・食文化や毒について 

 ・資格について 

 

②これまでの話と 
 新たに開始した調査研究の紹介 

 ・種組成や利用について 

 



フグの基礎情報 

• フグ目フグ科に属する魚の総称 

• 多くの種がテトロドトキシンという強力な毒を持つ 

• 食用となっているのはトラフグをはじめとする22種 

 

厚生労働省HP 自然毒のリスクプロファイル 

トラフグ シマフグ 

マフグ 



フグ食について 

西日本ではフグ食が盛ん 

フグの主要な料理 
• 刺身（ふぐさし・てっさ） 

• 鍋（ふぐちり・てっちり） 

• 唐揚げ 

• 白子料理 など 

ふぐ料理の種類 | ふぐについて | 【下関春帆楼】日本のふぐ料理公許第一号の老舗ふぐ料理店 (shunpanro.com) 

刺身 鍋 

酒蒸し 



フグの毒性について 

• 食用利用する場合にはフグ毒に注意する必要あり 

• フグ類の毒：テトロドトキシンは強力な毒 

加熱や塩揉みでは毒はなくなりません！ 

数時間で麻痺症状 最悪死にます！ 

• そのため食用可能な種類と部位が法令で指定されている 

• フグの取扱いには都道府県による認定資格が必要 

どれぐらい強力かというと・・・ 



フグの毒性について 

• 種類によって可食部位が異なる 

厚生労働省HP 自然毒のリスクプロファイル 

トラフグ マフグ 

部位 トラフグ マフグ 

筋肉（身） 
無毒 無毒 

精巣 

皮 無毒 有毒 

北海道で漁獲される 
フグの種類が重要 



フグ処理資格について 

※北海道では年1回実施 

Q.ふぐの認定資格はどういう試験を受けるの？ 

A.学科試験・鑑別試験・処理試験の３つを行います。 

食品衛生やフグの
知識などを答える 

フグの種類を
見分けて標準
和名を答える 

フグを処理して可食部と
非食部に分ける  

内臓を部位ごとに鑑別 

学科試験 鑑別試験 処理試験 

受験資格：ふぐ処理を行う（予定も含む）営業施設の営業者または従事者 

誰でも受験できるわけではない 



北海道で漁獲されているのは何フグ？ 

尾串(1983)：北海道におけるフグ類の分布と 
      水揚状況の聞取調査 
 
 圧倒的多数がマフグ  
 トラフグが次に多いが量的には比較にならない 

ただし40年前の報告・・・ 

漁獲が増加した現在の種組成を調べる必要がある！ 



北海道で漁獲されているのは何フグ？ 

漁協への聞き取りでもマフグが主体とのこと 
トラフグもわずかに漁獲あり 

道央日本海 

オホーツク 道北日本海 

北海道ではマフグがメイン 

サンプリングしたフグはすべてマフグ 



聞き取り調査：北海道でのマフグの利用について 

販売に資格が必要なので買い手が少ない  

漁協への聞き取りによると・・・ 

西日本ではトラフグの代替品として 
使われていることもあるようだ 

一度に数トン～数十トンの漁獲となることも  

加工開発の要望の声もあり 

単価は約100～300円/kg 
他の魚種と比較して安い 

西日本への出荷が多い 道内は一部 



最後に：北海道のフグの現状と課題 

○北海道のマフグについて分かっていること 

天野ら(2008)より引用 

• 40年以上前から漁獲はあるが変動が大きい 

• 日本海側にマフグの産卵場がある 

• 本州から北上して北海道周辺まで来遊する群れがいる 

北海道周辺で再生産して増加した可能性 

本州からの来遊が増加した可能性 



最後に：北海道のフグの現状と課題 

増加要因を探るには詳細な調査が必要 

・オホーツクの方が多い理由が不明 
・冬には漁獲がほとんどない  
→越冬場所が分からない 

①回遊経路が分からない 

・漁獲量の詳細が北海道でも本州でも分かっていない 
・資源量もほとんど不明 

②漁獲量・資源量が分からない 



現在の調査研究について 

今年度は漁獲状況の調査を実施 
• 漁獲の多い月はいつか 

• 大きさはどれぐらいか 

 

さらなる詳細はこれから 

ご協力よろしくお願いします。 


